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（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株

式が存在していないため記載しておりません。  

４．第83期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計

基準」（企業会計基準第25号 平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。  

５．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。  

  

 当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第83期

第１四半期 
連結累計期間 

第84期
第１四半期 
連結累計期間 

第83期 

会計期間 
自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日

自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日

自 平成22年４月１日
至 平成23年３月31日

売上高（百万円）  4,183  4,946  19,246

経常利益（百万円）  183  381  1,600

四半期（当期）純利益（百万円）  166  275  1,007

四半期包括利益又は包括利益 

（百万円） 
 164  290  953

純資産額（百万円）  12,278  12,891  12,792

総資産額（百万円）  19,129  19,569  19,863

１株当たり四半期（当期） 

純利益金額（円） 
 5.55  9.34  33.88

潜在株式調整後１株当たり 

四半期（当期）純利益金額（円） 
－  －  －

自己資本比率（％）  64.0  65.7  64.2

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 311  326  1,551

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △395  △445  △1,383

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △237  △269  △839

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
 3,774  3,020  3,408

２【事業の内容】
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  当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについては重要な変更はありません。 

  

 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

  当社グループに関する財政状態及び経営成績の分析は以下の通りであります。 

なお、文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日において当社グループが判断したもので

あります。 

  

(1)業績の状況 

 第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生しました東日本大震災の影響によ

る、生産活動の低下や電力供給不足の懸念等により経済環境が悪化し、先行き不透明感が高まりつつありま

す。  

このような状況のなか、政府による「政策推進指針」に基づいた復興支援策や補正予算により、日本経済の

潜在的な成長力を回復させるための施策が立ち上がりつつあり、本格的な復興に向けた活動がようやく緒に就

き始めました。 

 このような経営環境のもと、当第１四半期連結累計期間につきましては、連結売上高49億４千６百万円（前

年同期比18.2％増加）となりました。損益につきましては、拡販及び原価低減活動に取組んだ結果、営業利益

３億８千４百万円（前年同期比100.9％増加）、経常利益３億８千１百万円（前年同期比107.8％増加）、四半

期純利益２億７千５百万円（前年同期比65.0％増加）となりました。 

  

なお、事業部門別での結果は次の通りであります。 

①コンデンサ・モジュール 

震災影響により自動車産業分野で在庫調整による減産がありましたが、世界的なインフラ需要による鉄道

車両分野及びパワエレ用分野が堅調に推移したことにより伸長いたしました。結果、売上高は37億１千６

百万円（前年同期比20.5％増加）となりました。   

②電力機器システム 

設備投資の緩やかな回復基調により堅調に推移いたしました。結果、売上高は12億１千８百万円（前年同

期比13.9％増加）となりました。   

③情報機器 

主力商品である「バス用表示装置」及び「鉄道用表示装置」は低調に推移いたしました。結果、売上高は 

1千１百万円（60.2％減少）となりました。 

  

(2)財政状況の分析 

 当第１四半期における総資産は195億６千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億９千４百万円の減少

となりました。増減の主なものは、現金及び預金の減少３億８千８百万円、受取手形及び売掛金の減少１億５

千９百万円、有形固定資産の増加２億５千４百万円等によるものであります。 

負債は66億７千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億９千２百万円の減少となりました。増減の主な

ものは、買掛金の減少１億２千３百万円、未払法人税等の減少４億１千２百万円、賞与引当金の減少２億１百

万円、未払費用の増加５億５百万円等であります。 

純資産は128億９千１百万円となり、自己資本比率は65.7％と1.5ポイント増加しました。 

   

(3)キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ３億８千８百万円減少し、

30億２千万円となりました。 

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。 

 （営業活動におけるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、３億２千６百万円の獲得とな

り、前年同期比１千４百万円増加となりました。 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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 （投資活動におけるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、４億４千５百万円の流出とな

り、前年同期比４千９百万円の減少となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出の増加等による

ものです。  

 （財務活動におけるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは２億６千９百万円の流出となり、

前年同期比３千１百万円の減少となりました。 これは主に配当金の支払い増加等によるものです。 

  

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題 

  当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事実及び財務上の対処すべき課題はありません。  

   

(5)研究開発活動 

 当社グループは、電気エネルギーのマネジメントで、環境と社会へ貢献することを基本とした商品、及び要

素技術の開発を積極的に行っております。 

 現在、研究開発は、第一事業本部のもとにコンデンサ開発部、電力機器開発部、鉄道機器開発部を、第二事

業本部には、瞬低システム部、FC開発・生産部を、西宮工場のもとに情報機器システム部を設け、商品開発に

対し機敏に対応できる組織体制とし、また各子会社の開発部門との連携により今まで以上に商品開発のスピー

ドアップを図っております。 

 当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費は、１億５千５百万円であります。 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。 

  

  

 当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  128,503,000

計  128,503,000

種類 
第１四半期会計期間末現在

発行数（株） 
（平成23年６月30日） 

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容

普通株式  33,061,003  33,061,003

東京証券取引所 

(市場第二部) 

大阪証券取引所 

(市場第二部) 

単元株式数は

1,000株で 

あります。

計  33,061,003  33,061,003 ― ― 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式
総数増減数 
（千株） 

発行済株式
総数残高 
（千株） 

資本金
増減額 

（千円） 

資本金
残高 

（千円） 

資本準備金
増減額 

（千円） 

資本準備金
残高 

（千円） 

平成23年４月１日 

～平成23年６月30日 
 －  33,061  －  5,001,745  －  1,300,000

（６）【大株主の状況】
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 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載を

しております。 

  

①【発行済株式】 

（注）「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株含まれております。 

 また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれておりま

せん。 

  

②【自己株式等】 

  

該当事項はありません。 

  

（７）【議決権の状況】

  （平成23年３月31日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      3,578,000 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式   29,197,000  29,191 － 

単元未満株式 普通株式       286,003 － 
一単元（1,000株）

未満の株式 

発行済株式総数  33,061,003 － － 

総株主の議決権 －  29,191 － 

  （平成23年３月31日現在）

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数 

（株） 

他人名義
所有株式数 

（株） 

所有株式数
の合計 

（株） 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％） 

㈱指月電機製作所 
兵庫県西宮市大社町 

10番45号 
 3,578,000  －  3,578,000  10.82

計    3,578,000  －  3,578,000  10.82

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。）に基づいて作成しております。 

 なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。 

  

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月

１日から平成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,408,819 3,020,259

受取手形及び売掛金 ※  4,063,505 ※  3,903,646

商品及び製品 299,612 328,832

仕掛品 331,503 390,567

原材料及び貯蔵品 311,374 359,484

繰延税金資産 299,778 195,487

その他 165,068 144,353

貸倒引当金 △1,430 △870

流動資産合計 8,878,232 8,341,762

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,500,293 2,866,037

機械装置及び運搬具（純額） 1,905,457 1,884,911

土地 4,403,984 4,403,055

リース資産（純額） 20,179 18,278

建設仮勘定 649,240 566,570

その他（純額） 251,236 246,237

有形固定資産合計 9,730,391 9,985,090

無形固定資産   

のれん 4,639 3,310

リース資産 2,588 2,338

その他 42,654 40,500

無形固定資産合計 49,882 46,148

投資その他の資産   

投資有価証券 591,658 597,133

長期貸付金 1,580 1,344

繰延税金資産 547,384 532,988

その他 69,266 69,848

貸倒引当金 △4,500 △4,500

投資その他の資産合計 1,205,389 1,196,814

固定資産合計 10,985,664 11,228,053

資産合計 19,863,897 19,569,815
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成23年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 884,282 761,118

短期借入金 1,538,799 1,463,364

リース債務 8,607 8,607

未払法人税等 462,245 50,013

未払費用 1,044,679 1,550,555

賞与引当金 428,350 226,579

役員賞与引当金 72,000 18,000

その他 241,814 237,679

流動負債合計 4,680,780 4,315,919

固定負債   

リース債務 14,160 12,008

再評価に係る繰延税金負債 1,378,935 1,378,935

退職給付引当金 946,905 921,772

その他 50,430 49,978

固定負債合計 2,390,432 2,362,694

負債合計 7,071,212 6,678,613

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,001,745 5,001,745

資本剰余金 3,308,285 3,308,285

利益剰余金 5,456,826 5,540,471

自己株式 △1,115,488 △1,115,971

株主資本合計 12,651,369 12,734,531

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 94,767 98,565

土地再評価差額金 859,485 859,485

為替換算調整勘定 △848,335 △841,593

その他の包括利益累計額合計 105,917 116,458

少数株主持分 35,397 40,212

純資産合計 12,792,684 12,891,201

負債純資産合計 19,863,897 19,569,815
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

売上高 4,183,307 4,946,429

売上原価 2,960,604 3,494,248

売上総利益 1,222,703 1,452,181

販売費及び一般管理費   

給料及び賃金 229,541 229,363

賞与引当金繰入額 47,007 53,403

役員賞与引当金繰入額 18,000 18,000

退職給付費用 10,010 13,237

運搬費 79,676 92,924

その他 646,803 660,265

販売費及び一般管理費合計 1,031,039 1,067,193

営業利益 191,664 384,987

営業外収益   

受取利息 200 110

受取配当金 3,183 3,678

固定資産賃貸料 11,520 12,200

スクラップ売却代 16,828 15,809

その他 7,938 7,428

営業外収益合計 39,670 39,226

営業外費用   

支払利息 6,354 3,644

債権売却損 11,235 14,603

為替差損 20,043 17,772

その他 9,894 6,232

営業外費用合計 47,528 42,252

経常利益 183,806 381,960

特別利益   

固定資産売却益 － 53,591

特別利益合計 － 53,591

税金等調整前四半期純利益 183,806 435,551

法人税、住民税及び事業税 84,198 35,045

法人税等調整額 △68,597 118,683

法人税等合計 15,600 153,729

少数株主損益調整前四半期純利益 168,205 281,822

少数株主利益 1,369 6,538

四半期純利益 166,836 275,283
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 168,205 281,822

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △29,924 3,797

為替換算調整勘定 26,615 5,019

その他の包括利益合計 △3,308 8,816

四半期包括利益 164,897 290,639

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 165,275 285,824

少数株主に係る四半期包括利益 △377 4,815
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 183,806 435,551

減価償却費 218,959 248,663

のれん償却額 1,146 1,103

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,000 △560

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,724 △25,133

賞与引当金の増減額（△は減少） △164,164 △201,641

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △42,000 △54,000

受取利息及び受取配当金 △3,384 △3,788

支払利息 6,354 3,644

有形固定資産売却損益（△は益） － △53,591

売上債権の増減額（△は増加） △17,173 158,264

たな卸資産の増減額（△は増加） △26,200 △136,321

仕入債務の増減額（△は減少） △97,065 △121,782

その他 460,467 473,365

小計 519,470 723,773

利息及び配当金の受取額 3,384 3,788

利息の支払額 △6,354 △3,644

法人税等の支払額 △204,614 △397,143

営業活動によるキャッシュ・フロー 311,886 326,774

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △270 △270

有形固定資産の取得による支出 △393,564 △501,980

有形固定資産の売却による収入 － 55,755

無形固定資産の取得による支出 △4,537 △808

その他 3,234 2,236

投資活動によるキャッシュ・フロー △395,137 △445,066

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △29,839 1,125,239

長期借入れによる収入 200,000 －

長期借入金の返済による支出 △300,000 △1,200,000

自己株式の取得による支出 △464 △483

配当金の支払額 △105,292 △191,638

その他 △2,151 △2,151

財務活動によるキャッシュ・フロー △237,748 △269,034

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,197 △1,233

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △319,803 △388,560

現金及び現金同等物の期首残高 4,094,109 3,408,819

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  3,774,306 ※  3,020,259
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 該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成23年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成23年６月30日） 

※  手形債権信託契約に基づく

手形譲渡高 

  

千円290,065

※  手形債権信託契約に基づく

手形譲渡高 

  

千円240,353

（四半期連結損益計算書関係）

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成22年６月30日現在） （平成23年６月30日現在）

  

   

現金及び預金勘定 千円 3,774,306

現金及び現金同等物 千円 3,774,306

  

   

現金及び預金勘定 千円 3,020,259

現金及び現金同等物 千円 3,020,259
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日） 

  

配当金支払額 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

  

配当金支払額 

  

（株主資本等関係）

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年5月14日 

取締役会 
普通株式  105,292  3.5 平成22年3月31日 平成22年6月11日 利益剰余金 

  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年5月13日 

取締役会 
普通株式  191,638  6.5 平成23年3月31日 平成23年6月10日 利益剰余金 
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Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の 

  主な内容（差異調整に関する事項） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：千円） 

  

報告セグメント

合計 コンデンサ・
モジュール 

電力機器
システム 

情報機器

売上高         

外部顧客への売上高  3,085,248  1,069,345  28,713  4,183,307

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 17,326  －  －  17,326

計  3,102,574  1,069,345  28,713  4,200,633

セグメント利益  331,855  251,123  911  583,889

  （単位：千円） 

利益 金額

報告セグメント計  583,889

セグメント間取引消去  △17,326

全社費用（注）  △374,899

四半期連結損益計算書の営業利益  191,664
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

（注）２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

  

 金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比べて著しい変動が認め

られないため、記載を省略しております。 

  

   

  当第１四半期連結会計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

該当事項はありません。  

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント
調整額 

（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）２

コンデンサ・
モジュール 

電力機器
システム 

情報機器 合計 

売上高             

外部顧客への売上高  3,716,976  1,218,029  11,423  4,946,429  －  4,946,429

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 1,179  －  －  1,179  △1,179  －

計  3,718,155  1,218,029  11,423  4,947,608  △1,179  4,946,429

セグメント利益  441,324  369,534  1,010  811,870  △426,882  384,987

  （単位：千円）

  金額

全社費用（注）  △426,882

合計  △426,882

（金融商品関係）

（企業結合等関係）
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 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。  

  

 該当事項はありません。   

  

平成23年５月13日開催の取締役会において、次の通り剰余金の配当を行うことを決議いたしました。 

(イ）配当金の総額………………………………………191,638千円 

(ロ）１株当たりの金額…………………………………６円50銭 

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成23年６月10日 

(注）平成23年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

  

 該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

  
前第１四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日 
至 平成23年６月30日） 

(1）１株当たり四半期純利益金額 円 銭 5 55 円 銭 9 34

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（千円）  166,836  275,283

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円）  166,836  275,283

普通株式の期中平均株式数（千株）  30,082  29,482

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要 

 －  －

（重要な後発事象）

２【その他】

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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独立監査人の四半期レビュー報告書

  平成23年８月９日

株式会社指月電機製作所   

取締役会 御中 

  有限責任監査法人トーマツ   

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 矢吹 幸二  印  

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 中田 明   印  

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社指

月電機製作所の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月

１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。  

  

監査人の責任 

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対

する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に

準拠して四半期レビューを行った。 

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される

質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当

と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論  

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社指月電機製作所及び連結子会社の平成23年６月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。  

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

以 上

（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。 

（注） ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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